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DuMA ニュースレター                                   ２０２６年３月２３日 
熊本県南部で少し心配な地震活動 

 今年は熊本地震から１０年という節目の年ですが、水俣市周辺で３月１５日ごろから群発地震活動が

開始しています。まだ観測された震度は最大でも３ほどで、有感地震となったのは３０個ほどですが、す

でに体に感じない地震は２０日までに９００個以上が観測されています。 

  熊本地震の発生により、震源域での歪は開放されましたが、まだ歪が開放されずに、熊本地震の発

生により逆に歪が蓄積された場所があります。そのため熊本県八代市周辺で地震学的に比較的大きな

地震の発生が危惧されています。以下は静岡県立大の楠城一嘉さんらが国際学術誌に掲載した結果

をまとめた図です。以下の図は２０２３年４月１０日号に掲載の図に今回の群発地震活動の発生領域を

書き込んだものです。 

 

 次の図が実際に現在発生している地震活動です。少し気になりますのが、水俣市だけでなく、東側の

人吉市方面でも微小地震が発生しており、ほぼ直線的に発生している事です。ここには国は活断層の

存在は認定していませんが、未発見の活断層が存在する可能性もゼロではありません。 

 

 上の図の黒の四角で囲った領域で、どのような時系列で地震が発生したかを次にお示しします。 
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 水俣市周辺の群発地震活動は１５日の深夜から開始しました。上の図にもお示ししましたが、１１日か

ら２０日までですでに９１６個の地震を観測しています。 

 ３月１８日には、活断層の地震に詳しい東北大学の遠田教授が以下のコメントをされています。 

https://news.ntv.co.jp/n/kkt/category/society/kkc141e9c8c9df4cf9aa2a1d561f4d9a48 

 また３月２０日は、２００５年の福岡県西方沖地震から２１年の節目となる日でした。それまで福岡県北

西沖は基本的に地震活動が低調な地域と思われていましたが、マグニチュード７．０という規模の大きな

地震が発生し、震源地に近かった福岡市の玄界島では、半数の住宅が全壊という大きな被害を出しま

した。九州北部では、この福岡県西方沖地震の延長上に警固断層があり、福岡市街地の直下を通過し

ており、ここは十分注意が必要な断層です。 
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東海地方以西の地下天気図®️ 

２０２６年２月９日のニュースレターに続き、今週は中部・近畿・中国・四国地方の L タイプ地下天気図

をお示しします。 

 前回の報告と状況はほとんど変わっていない事がわかりました。最も注意を払う必要のあるのは、これ

まで同様紀伊半島を中心とした地域の静穏化です。またこの地下天気図では静穏化の異常としては小

さな領域ですが、紀伊半島沖の静穏化は確度が高い異常と考えています。 

 過去の経験則では、地震発生はこの静穏化が解消してからの可能性が高いですが、静穏化の最盛

期に発生したケースとして、２０１８年の大阪北部地震（M=6.1）のようなケースも存在します。 
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DuMA ダッシュボード 

 ３月２３日時点のダッシュボードです。今回は新たに北海道西方沖に（LL）の異常を追加しました。 

 前回からコメント等が変更・追加された部分を太字で表現する事にいたしました。 

 さらにこれまで（Y）としておりました「九州北部の異常」を「九州北部・西部の異常」とさせて頂きました。 
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